
課長名

■ ■ H22 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 11 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

事 業
区 分

市町との連携状況

　平成２１年に開催された第６０回全国植樹祭を契機として実施してきた３つの県民運動が、一過性のものではなく永続的に実施できるよう、県民誰もが参加できる
体制づくりの推進母体と協議を行い、北陸新幹線敦賀開業に向け、緑と花の県民運動をより一層推進していく。

　○県民運動推進協議会の開催

　　・３つの県民運動（緑と花のふるさとをつくる運動、元気な森をつくる運動、自然を知り伝える運動）において、広く県民の参加が得られるための施策や
　　　イベント内容を検討し、円滑に実施するため、各種関係団体からなる県民運動推進協議会を開催する。

［受益者］

前年度の実績 実績等を踏まえた２年度の変更点

・緑と花の県民運動に、広く県民の参加が得られた。

　【Ｒ１見込】
　　県民運動参加者数：６０，０００人

緑と花の県民運動運営事業

補 助 金 R4

実行予算

そ の 他

［事業目的］

福井県長期ビジョン
における位置付け

関連する県の計画等
分　　野  〔

政　　策  〔

成長を創る（産業力）

農林水産業の力でふくいをブランドアップ
〔 〕ふくいの森林・林業基本計画

事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

森づくり課 竹内　英治

県

課名

６万人

前事業の有無・実績

事業名

（実績）

事 務
区 分

事業実施方法

－

事業主体

補助率

自 治 事 務

法 定 受 託 事 務

［事業の評価]

緑と花の県民運動参加者 ［想定される受益者数］

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 外 部局名 農林水産部

直営

要求資料様式１要求資料様式１
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課長名

■ ■ H22 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 11 年

３０年度 令和元年度 ２年度

116 116 116

116 116

68

［成果指標等の推移］

３０年度 令和元年度 ２年度 ３年度

(58,000) (60,000) (95,000) (95,000)

60,189

■ 無

□ 有

事 業
区 分

事業
開始
年度

緑と花の県民運動運営事業

事業実施方法 直営 補 助 金

農林水産部区分

補助率 －

４年度

成果指標 県民運動参加者数
(目標)

竹内　英治課名 森づくり課

事業主体 県

継続

事 務
区 分

自 治 事 務 実行予算 事業終了
予定年度

（見直し年
度）法 定 受 託 事 務

実績等を踏まえた２年度の変更点

（役割分担）

(95,000)

実績

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

目標・指標の考え方・積算根拠

令和６年度目標値：９５，０００人

実績

前年度までの
主な増減理由

他県の状況
関連事業の有無・

役割分担

活動指標
(目標)

事業名

区　　　　　　分

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分

R4

そ の 他

事業費 国庫 起債

経費区分 政策的経費 要求基準 外 部局名

一般財源 国庫、その他財源の名称等

予算額

その他

決 算 額 の 推 移

116 116

区分

当 初 予 算 額 の 推 移
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課長名

■ ■ H23 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 10 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

みどりと花の県民運動大会開催事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 外 部局名 農林水産部 課名 森づくり課 竹内　英治

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 R4

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 － 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 農林水産業の力でふくいをブランドアップ

［事業目的］

　”緑と花”と、さまざまな福井の魅力を融合させたイベントを実施することにより、来場する幅広い層の県民に対し、「緑と花の県民運動」の周知を行い、運動の
拡大を図るため、みどりと花の県民運動大会を開催する。

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 成長を創る（産業力）
関連する県の計画等 〔 ふくいの森林・林業基本計画

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績等を踏まえた２年度の変更点

・みどりの花の県民運動大会を開催するなど、緑と花の県民運動
　に広く県民の参加が得られた。

　【Ｒ１見込】
　　県民運動参加者数：６０，０００人

・県民による継続的な緑化活動につながるよう、管理しや
すい木や多年草を用いた寄せ植え体験などを実施

　○６月第１日曜日の「森づくりの日」と前日の土曜日の２日間開催

　　・森林・林業基本計画の一層の推進および「緑と花の県民運動」参加者拡大を図るためのイベントを開催

［受益者］ 緑と花の県民運動参加者 ［想定される受益者数］ ６万人

前事業の有無・実績 市町との連携状況
・市町が花いっぱい運動活動紹介やＰＲブースを設置するなど、
　連携して大会を開催

事業名

要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１
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課長名

■ ■ H23 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 10 年

３０年度 令和元年度 ２年度

6,944 6,605 6,630

6,944 6,605

6,944

［成果指標等の推移］

３０年度 令和元年度 ２年度 ３年度

(58,000) (60,000) (95,000) (95,000)

60,189

■ 無

□ 有

そ の 他

みどりと花の県民運動大会開催事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 外 部局名 農林水産部 課名 森づくり課 竹内　英治

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源 国庫、その他財源の名称等

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 R4

補助率 － 法 定 受 託 事 務

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算
事業
開始
年度

当 初 予 算 額 の 推 移

・県民による継続的な緑化活動につながるよう、管理しやすい木や多年草を用いた寄せ植え
体験などを実施

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 実績等を踏まえた２年度の変更点

予算額

6,630 6,630

成果指標 県民運動参加者数
(目標) (95,000)

令和６年度目標値：９５，０００人

実績

前年度までの
主な増減理由

　Ｈ２９：全国花のまちづくり福井大会の開催経費の増額
　Ｈ３０：全国花のまちづくり福井大会の開催経費の減額

区　　　　　　分 ４年度 目標・指標の考え方・積算根拠

他県の状況

○新潟県
　「緑の百年物語フェステバル」を県緑推が開催
　地域の育樹・植樹活動を支援

○石川県
　「県民みどりの祭典」を県が開催

関連事業の有無・
役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標
(目標)

実績
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課長名

■ ■ R2 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 1 年

〕

〕

［事業内容］

□ 無

■ 有

花と緑の美しいまちづくり推進事業

区分 新規 経費区分 政策的経費 要求基準 外 部局名 農林水産部 課名 森づくり課 竹内　英治

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 R6

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 － 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 農林水産業の力でふくいをブランドアップ

［事業目的］

　県下全域において、花づくりに取組む人材を育成することで、花と緑であふれる美しく住みよいまちづくりや、令和４年度北陸新幹線福井・敦賀開業に向けた花の
景観づくりを推進する。

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 成長を創る（産業力）
関連する県の計画等 〔

ふくいの森林・林業基本計画
FIRST291～北陸新幹線開業プラン～

（実績）

・県下全域で花いっぱい運動を展開し、地域において花いっぱい運動の機運
を醸成。

［事業の評価]

前年度の実績 実績等を踏まえた２年度の変更点

　（１）花と緑の景観づくりに関する講座や研修の開催
　（２）学校や地域、家庭で花づくり活動に取組む児童・生徒の育成
　（３）花いっぱい運動推進員を中心とした地域における花づくり活動への支援
　（４）地域の美化活動に合わせた花づくり活動への支援

［受益者］ 緑と花の県民運動参加者 ［想定される受益者数］ ６万人

前事業の有無・実績 市町との連携状況 ・市町が地域団体と共に実施する花や花木の植栽に指導者を派遣

事業名 花いっぱい運動推進事業

要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１
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課長名

■ ■ R2 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 1 年

（繰）

３０年度 令和元年度 ２年度

11,041

［成果指標等の推移］

３０年度 令和元年度 ２年度 ３年度

(58,000) (60,000) (95,000) (95,000)

60,189

■ 無

□ 有

そ の 他

花と緑の美しいまちづくり推進事業

区分 新規 経費区分 政策的経費 要求基準 外 部局名 農林水産部 課名 森づくり課 竹内　英治

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源 国庫、その他財源の名称等

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 R6

補助率 － 法 定 受 託 事 務

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算
事業
開始
年度

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

繰入金：環境保全基金繰入金

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 実績等を踏まえた２年度の変更点

予算額

11,041 511 10,530

他県の状況

○富山県
　花や緑に関するイベントや、花壇コンク―ル等実施

○石川県
　ふるさとづくりの一環として、花壇コンクールを実施

関連事業の有無・
役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標
(目標)

実績

成果指標 県民運動参加者数
(目標) (95,000)

令和６年度目標値：９５，０００人

実績

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ４年度 目標・指標の考え方・積算根拠
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課長名

■ ■ H29 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 4 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

ふくいの林業スタートアップ事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 外 部局名 農林水産部 課名 森づくり課 竹内　英治

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 R4

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 － 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 農林水産業の力でふくいをブランドアップ

［事業目的］

　森林・林業・木材産業の人材育成拠点として総合グリーンセンターの機能を強化し、技術研修を充実させるとともに、林産物の流通・販売に係る活動支援を実施す
る。

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 成長を創る（産業力）
関連する県の計画等 〔 ふくいの森林・林業基本計画

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績等を踏まえた２年度の変更点

・ふくい林業研修センターを活用し、ビジネスにつながる講習会や
人材育成研修を実施

・事業内容の組み換え（もり人づくり事業を統合）
・山の恵み活用ビジネスモデル事業の廃止

　○林業研修・ビジネスの強化
　　・林業の普及啓発および技術習得に向けた研修会や体験会を開催
　　・DIY講座等を通じて、県産材の良さをＰＲ
　　・特用林産物技術研修会を通じて、新たな生産者を養成

［受益者］ 県内の林業従事者等 ［想定される受益者数］ ６，０００人

前事業の有無・実績 市町との連携状況

事業名

要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１
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課長名

■ ■ H29 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 4 年

３０年度 令和元年度 ２年度

15,129 5,168 6,360

15,129 5,168

15,109

［成果指標等の推移］

３０年度 令和元年度 ２年度 ３年度

(400) (400) (200) (200)

603

(300) (300) (300) (300)

300

■ 無

□ 有

そ の 他

ふくいの林業スタートアップ事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 外 部局名 農林水産部 課名 森づくり課 竹内　英治

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源 国庫、その他財源の名称等

事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 R4

補助率 －

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算

法 定 受 託 事 務

当 初 予 算 額 の 推 移

・事業内容の組み換え（もり人づくり事業を統合）
・山の恵み活用ビジネスモデル事業の廃止

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

国庫：食料産業・6次産業化交付金

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 実績等を踏まえた２年度の変更点

予算額

6,360 222 6,138

成果指標 林業教室参加者数
(目標) (200)

実績

前年度までの
主な増減理由

　Ｈ２９：林業研修館の改修費用を減額
　　　　　山の恵みビジネスモデル構築に関する経費を増額
　Ｈ３０：新たに総合グリーンセンターで実施する研修の経費を増額
　Ｒ　元：研修実施方法を精査し経費削減、特用林産物技術研修の回数を増加

区　　　　　　分 ４年度 目標・指標の考え方・積算根拠

他県の状況
関連事業の有無・

役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標 研修実施回数
(目標) (300)

実績
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課長名

■ ■ R2 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 1 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

ウッドリームフクイ施設改修事業

区分 新規 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 農林水産部 課名 森づくり課 竹内　英治

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 R3

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 農林水産業の力でふくいをブランドアップ

［事業目的］

　県民が木に親しみ、身近に木を感じてもらうため、総合グリーンセンターにあるウッドリームフクイの木育施設等をリニューアルし、福井の木の利用促進と来園者
の増加を図る。

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 成長を創る（産業力）
関連する県の計画等 〔 ふくいの森林・林業基本計画

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績等を踏まえた２年度の変更点

○木育施設リニューアル
　・木の温もり・感触・匂いを感じてもらい、ふくいの子供たちの創造性や自主性を育むため、木もボールが敷き詰められた「川のほとり」など
　　小さな子どもが安心して遊べる空間を提供し、「ふくいの木」の魅力を体全体で感じてもらう

○設備改修
　・施設内設備の改修（空調、電気設備、エレベーターなど）

［受益者］ 県内外からの来園者 ［想定される受益者数］ 18万人

前事業の有無・実績 市町との連携状況

事業名

要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１
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課長名

■ ■ R2 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 1 年

３０年度 令和元年度 ２年度

4,079

［成果指標等の推移］

３０年度 令和元年度 ２年度 ３年度

28万人

■ 無

□ 有

そ の 他

ウッドリームフクイ施設改修事業

区分 新規 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 農林水産部 課名 森づくり課 竹内　英治

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源 国庫、その他財源の名称等

事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 R3

補助率

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算

法 定 受 託 事 務

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 実績等を踏まえた２年度の変更点

予算額

4,079 4,079

成果指標
グリーンセンター来園者
数

(目標)

実績

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ４年度 目標・指標の考え方・積算根拠

他県の状況
関連事業の有無・

役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標
(目標)

実績
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課長名

■ ■ R1 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 2 年

〕

〕

［事業内容］

□ 無

■ 有

森林資源活用支援事業

区分 新規 経費区分 政策的経費 要求基準 外 部局名 農林水産部 課名 森づくり課 竹内　英治

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営、補助 補 助 金 R3

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 県1/2 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 農林水産業の力でふくいをブランドアップ

［事業目的］

　自己所有林や集落山林で行う森林整備など里山を活用する取組みに対して支援を行い、森林を継続的かつ適切に管理できる人材を育成することで、森林整備の加速
化および里山の多面的機能の発揮を図る。

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 成長を創る（産業力）
関連する県の計画等 〔 ふくいの森林・林業基本計画

（実績）

・菊炭や山菜など特用林産物８品目に対して、商品開発等に要する
　経費を補助

［事業の評価]

前年度の実績 実績等を踏まえた２年度の変更点

・自伐林家による森林整備や特用林産物の生産拡大など、里山資源
を有効活用した取組が増加
　　　【Ｒ元見込み】
　　　　　取組団体数　８団体

　○森林資源活用支援
　　・里山を活用し木材生産や特用林産物生産を行う取組みに対し支援
　　・里山活用実践者の取組状況の視察や全国の優良事例を報告する意見交換会の開催等により里山活用を推進

［受益者］ 森林所有者 ［想定される受益者数］ 約７万人

前事業の有無・実績 市町との連携状況

事業名 ふるさと特用林産物再生事業など

要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１
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課長名

■ ■ R1 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 2 年

（繰）

３０年度 令和元年度 ２年度

9,006 9,000

8,584

［成果指標等の推移］

３０年度 令和元年度 ２年度 ３年度

(50) (50) (50)

(6) (6) (6)

■ 無

□ 有

そ の 他

森林資源活用支援事業

区分 新規 経費区分 政策的経費 要求基準 外 部局名 農林水産部 課名 森づくり課 竹内　英治

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源 国庫、その他財源の名称等

事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営、補助 補 助 金 R3

補助率 県1/2

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算

法 定 受 託 事 務

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

繰入金：森林環境譲与税基金繰入金

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 実績等を踏まえた２年度の変更点

予算額

9,000 9,000 0

成果指標 森林整備面積
(目標) (50)

　目標値　50ha/年

実績

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ４年度 目標・指標の考え方・積算根拠

他県の状況
関連事業の有無・

役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標 支援団体数
(目標) (6)

　目標値　6団体/年

実績
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課長名

■ ■ R2 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 1 年

〕

〕

［事業内容］

□ 無

■ 有

ふくいの森林の魅力新発見事業

区分 新規 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 農林水産部 課名 森づくり課 竹内　英治

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営、補助 補 助 金 R6

事業主体 県、市町
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 国1/2 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 農林水産業の力でふくいをブランドアップ

［事業目的］

　里山トレイルを活用した地域活性化の取組みをさらに強化するとともに、森林空間や里山資源を活用する森林体験に取り組む活動を支援し、県外からの誘客を図
る。

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 成長を創る（産業力）
関連する県の計画等 〔

ふくいの森林・林業基本計画
FIRST291～北陸新幹線開業プラン～

（実績）

　ふくいの里山などの名所・旧跡や美しい景観を巡るウォーキングトレイル
コースを周知し、中山間地域の振興を図る。

［事業の評価]

前年度の実績 実績等を踏まえた２年度の変更点

○トレイル関連の情報発信強化
○新たなトレイルコースの整備

［受益者］ 森林所有者 ［想定される受益者数］ 約７万人

前事業の有無・実績 市町との連携状況

事業名 ふくいSatoyamaトレイル推進事業

要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１
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課長名

■ ■ R2 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 1 年

３０年度 令和元年度 ２年度

65,636

［成果指標等の推移］

３０年度 令和元年度 ２年度 ３年度

(23,000) (24,000)

■ 無

□ 有

そ の 他

ふくいの森林の魅力新発見事業

区分 新規 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 農林水産部 課名 森づくり課 竹内　英治

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源 国庫、その他財源の名称等

事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営、補助 補 助 金 R6

補助率 国1/2

事業主体 県、市町
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算

法 定 受 託 事 務

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

国庫：農山漁村振興交付金

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 実績等を踏まえた２年度の変更点

予算額

65,636 65,000 636

成果指標 トレイルコース利用者数
(目標) (25,000)

実績

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ４年度 目標・指標の考え方・積算根拠

他県の状況
関連事業の有無・

役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標
(目標)

実績
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課長名

■ ■ R元 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 2 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

新たな森林管理システム促進事業

区分 新規 経費区分 政策的経費 要求基準 外 部局名 農林水産部 課名 森づくり課 竹内　英治

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 R5

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 － 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 農林水産業の力でふくいをブランドアップ

［事業目的］

　令和元年度より市町が進める新たな管理システムの円滑な運用を図るため、森林情報のデータ整備や出張操作説明会など、市町に対して支援を行う。

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 成長を創る（産業力）
関連する県の計画等 〔 ふくいの森林・林業基本計画

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績等を踏まえた２年度の変更点

・現地で位置情報を確認するためのシステム改修を年度末までに実
施見込み

・立体画像表現図を利用した路網情報の追加

　（１）森林情報のデータ整備
　　　　立体画像表現図を利用した路網情報の追加
　（２）出張操作説明会
　　　　市町対象に新システムの操作研修会を開催し市町職員の人材育成を図る

［受益者］ 森林所有者 ［想定される受益者数］ 約７万人

前事業の有無・実績 市町との連携状況 ・森林情報の情報交換を実施

事業名

要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１
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課長名

■ ■ R元 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 2 年

（繰）

３０年度 令和元年度 ２年度

4,134 3,886

4,134

［成果指標等の推移］

３０年度 令和元年度 ２年度 ３年度

(9) (8)

■ 無

□ 有

そ の 他

新たな森林管理システム促進事業

区分 新規 経費区分 政策的経費 要求基準 外 部局名 農林水産部 課名 森づくり課 竹内　英治

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源 国庫、その他財源の名称等

事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 R5

補助率 －

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算

法 定 受 託 事 務

当 初 予 算 額 の 推 移

　立体画像表現図を利用した路網情報の追加２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

繰入金：森林環境譲与税基金繰入金

［予算額の推移等］

区　　　　　　分 実績等を踏まえた２年度の変更点

予算額

3,886 3,886 0

成果指標 全体計画の作成（市町）
(目標)

管理されていない森林を把握するための全体計画を令和２年度までに全市町で作成

実績

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ４年度 目標・指標の考え方・積算根拠

他県の状況
関連事業の有無・

役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標
(目標)

実績
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課長名

■ □ H26 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 7 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

鳥獣害のない里づくり推進事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 農林水産部 課名 森づくり課 竹内　英治

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 R5

事業主体 森林組合、広域有害鳥獣対策協議会
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 定額 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 農林水産業の力でふくいをブランドアップ

［事業目的］

　森林組合によるシカ捕獲活動を支援するとともに、県内モデル地区における先進的手法によるシカ捕獲を推進する。

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 成長を創る（産業力）
関連する県の計画等 〔 ふくいの森林・林業基本計画

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績等を踏まえた２年度の変更点

・県内すべての森林組合で職員の狩猟免許取得やシカの捕獲を推進
　【Ｒ１見込】
　　事業実施森林組合数：１０組合
　　狩猟免許取得者数：３人
　　シカ等捕獲頭数：１５０頭
・丹南地域の有害鳥獣協議会にて先進的な手法による捕獲を実施

・丹南地域での先進的な手法によるシカ捕獲活動への支援
が終了

　○森林組合によるシカ捕獲活動への支援
　　・捕獲技術力向上のための研修費および捕獲活動に係る労務費等への支援

　○先進的手法によるシカ捕獲活動への支援
　　・森林内での効率的・効果的な捕獲を推進するため、モバイルカリングやＩＣＴを活用した囲いわななど先進的手法によるシカ捕獲活動への支援

［受益者］ 森林所有者 ［想定される受益者数］ 約７万人

前事業の有無・実績 市町との連携状況

事業名

要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１
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課長名

■ □ H26 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 7 年

３０年度 令和元年度 ２年度

16,000 11,000 7,300

14,200 10,400

14,200

［成果指標等の推移］

３０年度 令和元年度 ２年度 ３年度

(350) (350) (50) (50)

119

(10) (10) (10) (10)

10

■ 無

□ 有

そ の 他

鳥獣害のない里づくり推進事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 農林水産部 課名 森づくり課 竹内　英治

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源 国庫、その他財源の名称等

事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 R5

補助率 定額

事業主体 森林組合、広域有害鳥獣対策協議会
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算

法 定 受 託 事 務

当 初 予 算 額 の 推 移

　シカ捕獲活動への支援に関する経費の減額２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

国庫：鳥獣被害防止総合対策交付金

［予算額の推移等］

区　　　　　　分 実績等を踏まえた２年度の変更点

予算額

7,300 7,300 0

成果指標 シカ捕獲頭数
(目標) (50) 森林組合による捕獲活動５０頭

モデル事業による捕獲３００頭
実績

前年度までの
主な増減理由

　Ｈ２８：先進的手法によるシカ捕獲活動への支援に関する経費の増額
　Ｒ１　：先進的手法によるシカ捕獲活動への支援に関する経費の減額

区　　　　　　分 ４年度 目標・指標の考え方・積算根拠

他県の状況
関連事業の有無・

役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標 事業実施組合数
(目標) (10)

実績
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課長名

■ □ H19 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 14 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

美しい森林景観再生事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 外 部局名 農林水産部 課名 森づくり課 竹内　英治

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 R4

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 9/10 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 ふるさとの暮らしと風景の維持

［事業目的］

　自然災害や松くい虫被害等により機能が低下している森林（山ぎわ）の機能回復を図るため、花木などの広葉樹を植栽し、本県の美しい森林景観を再生する。

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 安心を高める（地域力）
関連する県の計画等 〔 ふくいの森林・林業基本計画

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績等を踏まえた２年度の変更点

・景観地を中心に、花木等の植栽により景観を再生

　【Ｒ１見込】
　　森林景観再生区域数：１１
　　森林景観再生区域面積：１００ｈａ

　〇景観地等を中心に、花木などの広葉樹等の植栽および景観を阻害する不用木の除去
　　・広葉樹の植栽（植栽樹種：抵抗性マツ、ツバキ、サクラ、モミジなど）
　　・支柱や防護柵などの設置
　　・不用木等の除去

［受益者］ 森林所有者 ［想定される受益者数］ 約７万人

前事業の有無・実績 市町との連携状況 ・景観再生後の管理を市町が実施

事業名

要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１
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課長名

■ □ H19 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 14 年

３０年度 令和元年度 ２年度

13,946 18,650 15,650

13,946 18,650

13,853

［成果指標等の推移］

３０年度 令和元年度 ２年度 ３年度

(75) (100) (80) (100)

45

(11) (15) (12) (15)

17

■ 無

□ 有

そ の 他

美しい森林景観再生事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 外 部局名 農林水産部 課名 森づくり課 竹内　英治

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源 国庫、その他財源の名称等

事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 R4

補助率 9/10

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算

法 定 受 託 事 務

当 初 予 算 額 の 推 移

・事業計画の変更により減額２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 実績等を踏まえた２年度の変更点

予算額

15,650 15,650

成果指標
森林景観再生区域面積
（ha）

(目標) (100)

実績

前年度までの
主な増減理由

　Ｈ３０：事業計画の変更により減額
　Ｒ元　：事業計画の変更により増額

区　　　　　　分 ４年度 目標・指標の考え方・積算根拠

他県の状況

○富山県
　松くい虫やカシノナガキクイムシによる被害木を景観のため伐採

関連事業の有無・
役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標 森林景観再生区域数
(目標) (15)

実績
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課長名

■ ■ H29 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 4 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

森林の安全点検・診断事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 外 部局名 農林水産部 課名 森づくり課 竹内　英治

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 委託 補 助 金 R4

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 － 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 防災先進県ふくいの実現

［事業目的］

　落石のおそれが高い箇所の安全点検・診断および事前の応急対策工を実施し、落石被害の未然防止を図る。

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 安心を高める（地域力）
関連する県の計画等 〔 ふくいの森林・林業基本計画

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績等を踏まえた２年度の変更点

・安全点検・診断を１６箇所実施予定
・危険個所１カ所において応急対策工事を実施予定

　○落石による被害を未然防止するため、安全点検・診断および事前の応急対策工を行う。
　　・目視又はドローン等を使用した安全点検・診断等
　　・浮石や転石の除石、バリケードの設置等 事前の応急対策工

［受益者］ 土地所有者　落石の危険性がある山腹下部周辺の住民 ［想定される受益者数］ 　約５,０００人

前事業の有無・実績 市町との連携状況

事業名

要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１
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課長名

■ ■ H29 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 4 年

３０年度 令和元年度 ２年度

4,350 10,000 10,000

4,350 10,000

4,350

［成果指標等の推移］

３０年度 令和元年度 ２年度 ３年度

(25) (47) (69) (91)

25

(3) (16) (17) (16)

3

■ 無

□ 有

そ の 他

森林の安全点検・診断事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 外 部局名 農林水産部 課名 森づくり課 竹内　英治

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源 国庫、その他財源の名称等

事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 委託 補 助 金 R4

補助率 －

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算

法 定 受 託 事 務

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 実績等を踏まえた２年度の変更点

予算額

10,000 10,000

成果指標 整備率（％）
(目標) (100)

（実施済み整備個所／全体計画整備箇所７５箇所）×100

実績

前年度までの
主な増減理由

　Ｈ３０：事業計画の変更により減額
　Ｒ元　：事業計画の変更により増額

区　　　　　　分 ４年度 目標・指標の考え方・積算根拠

他県の状況
関連事業の有無・

役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標
安全点検・診断、応急対
策工（箇所）

(目標) (7)
　全体計画整備箇所７５箇所

実績

-166-



課長名

■ ■ R2 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 1 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

緑と花のおもてなし事業

区分 新規 経費区分 政策的経費 要求基準 外 部局名 農林水産部 課名 森づくり課 竹内　英治

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 R4

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 － 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 農林水産業の力でふくいをブランドアップ

［事業目的］

　北陸新幹線福井・敦賀開業に向けて、総合グリーンセンターの施設機能を強化しイベントを開催することで、来園者に対してより効果的に花と緑化の普及啓発を図
るとともに、県内の美しい景観づくりの推進を図る。

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 成長を創る（産業力）
関連する県の計画等 〔

ふくいの森林・林業基本計画
FIRST291～北陸新幹線開業プラン～

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた令和２年度の変更点

○花と緑の普及に向けた機能強化とイベント開催
　　花の展示温室での冬季イルミネーションイベントの実施

［受益者］ 県内外からの来園者 ［想定される受益者数］ 18万人

前事業の有無・実績 市町との連携状況

事業名

要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１要求資料様式１
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課長名

■ ■ R2 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 1 年

３０年度 令和元年度 ２年度

3,183

［成果指標等の推移］

３０年度 令和元年度 ２年度 ３年度

18万人

■ 無

□ 有

そ の 他

緑と花のおもてなし事業

区分 新規 経費区分 政策的経費 要求基準 外 部局名 農林水産部 課名 森づくり課 竹内　英治

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源 国庫、その他財源の名称等

事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 R4

補助率 －

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算

法 定 受 託 事 務

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 実績等を踏まえた２年度の変更点

予算額

3,183 3,183

成果指標 イベント等参加者数
(目標)

総合グリーンセンターで開催されるイベント等の参加者数を積算

実績

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ４年度 目標・指標の考え方・積算根拠

他県の状況
関連事業の有無・

役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標
(目標)

実績
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